第67回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成２１年７月１７日（金）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　　　　７名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)        　５名

出席委員氏名　　
清水義一

荻生昌平
千野慎一郎
井上純代

保坂典子

欠席委員氏名　　



　　    長島珠美
郡司芳孝

　　　　　　　　
放送事業者　　　佐藤恭平

藤嶋正巳
４．議　　題
　　　

平成２１年７月１４日（火）１９:００～１９:３０放送　番組名　N-BEAT Musicアワー
毎週火曜日に放送している３０分番組。ミュージシャンの作品だけでなく人柄を紹介している。
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お集まり頂きありがとうございます。本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表に有ります様に

毎週火曜日午後７時から放送の「N-BEAT Musicアワー」という３０分間の新番組です。

番組はパーソナリティーの高橋雄一郎がミュージシャンをゲストに迎えその方の人生観も伝えたいとの思いで始めたトーク中心の

新番組です。それではお聞き頂きます。
（　番　組　聴　取　）・・・

（会社側：佐藤）　それでは宜しくお願いいたします。

（清水委員長）　　本日は井上委員からお願いします。

（井上委員）
　この番組は地元の無名な人を取り上げる番組なのか？

（会社側：佐藤）　出身地域など問わないようです。北海道出身のミュージシャンも出演していました。

（井上委員）
　それにしては、人物紹介が後回しになっていた。早めにプロフィールを紹介すべきと思う。ゲストの名前が「ふたり」と知ったのはずいぶん後だった。高橋雄一郎さんは上手に司会をしていた。３人のトークなのに話がかぶらず聞きやすかった。トークは長めであった。もっと曲を紹介しても良かった。心地よい番組だった。

（清水委員長）　　保坂委員お願いします。

（保坂委員）　　　番組のオープニングに地元ミュージシャンの演奏を使っていたのは良かった。高橋雄一郎さんは明るく、ハキハキした喋りでテンション高くワクワク感を演出できていた。トーク部分はもっと聞きたかった。

（清水委員長）　　では千野委員お願いします。

（千野委員）　　　番組構成上、やはりゲスト紹介が遅かった。「二宮町の観光大使」だそうだが、二宮町が神奈川県と分かるのにも時間がかかった。


沼津市もこのような若い「観光大使」がほしいですね。

（清水委員長）　　荻生委員お願いします。

（荻生委員）　　　全般的に良い番組と思うが、私もオープニングの曲が長すぎて意味不明になったと思う。本題に早く入ったほうが良い。




　中身は若者がどう考えているのかが分かる構成であった。トーク部分のBGMは小さすぎた。もう少し大きくて良い。




　内容は面白かった。構成を工夫すればもっと良い番組になる。

（清水委員長）　　二宮町を彷彿させる「ふたり」のトークであった。構成の問題点は皆さん仰った通りと思います。番組は我々の世代にとって抵抗の無いミュージシャンの話でした。二宮町と言えば・・・

　しばしローカル線や湘南についての話題が続く

（会社側：藤嶋）　高橋雄一郎が「この番組は単にミュージシャンでなくアーティストとして内面を表現しようとしています。そのため全編トークで曲はBGMにした時もありました。」と皆様に思いを伝えていただきたいとのことでした。
（荻生委員）　　　良いですね。今回の番組は曲が長すぎたけど

（井上委員）　　　高橋雄一郎さんはトークだけでも面白い話を引き出してくれそうです。

　　　　　　　

（清水委員長）　　では、よろしいでしょうか。　次回は９月１１日（金）でいかがでしょうか。それではまたよろしくお願いします。

（会社側：佐藤）　貴重なご意見を頂きました。本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成２１年９月１１日（金）午後６時より行う。
様式４－２








